










































































 図 1 と図 2 は、今回のアンケート調査における店舗選択（A 票問 21）及び店舗選択の際に重
視する諸要素（A票問22）についての集計結果である。 






















































せる必要がある。この点について、塩地（2003）が提唱した「The more tiers, the more lower 
prices」から一定のヒントが得られる。大規模な 4S 店は一般業販店に比べ、固定費や販管費の
面において遥かに高いオペレーション・コストが強いられているため、結果的に仕入コストが一
般業販店より安いにもかかわらず、最終販売価格は高く設定せざるを得ない状況に置かれてしま
うことになる。それを打開する方策として、指定専売店の固定費と販管費を抑えるようなロー・
コスト・オペレーションが必要不可欠といえよう。 
 
おわりに 
 
 いずれにせよ、まだ成長の初期段階にある中国自動車市場においてどのようなチャネル政策を
採るかについて、かなり多くの議論が必要ということに間違いない。少なくとも今回のアンケー
トを通じて、中国の一般消費者がどのような店舗を望んでいるかについては一定のヒントが得ら
れたといえる。今回のアンケート調査は北京の特定の販売施設で行われたことから、得られたデ
ータは必ずしも中国の一般的な状況を反映したものとはいえない、ということについて重々承知
しているつもりである。これをきっかけに今後さらに調査の範囲を広げ、中国自動車市場の全体
像の把握に一歩ずつ近付けていけたらと願っている。 
 
